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悪
性
リ
ン
パ
腫
に

り
患
し
治
療
し

て
か
ら
４
年
あ
ま

り
。
経
過
観
察
は

続
い
て
い
る
も
の

の
少
し
落
ち
つ
い

て
き
た
か
な
と

思
っ
て
い
た
ら
中
咽
頭
腫
瘍
が

わ
か
り
手
術
を
う
け
て
９
ヵ

月
。
病
気
に
向
き
合
う
こ
と
に

疲
れ
て
き
た
感
じ
▼
手
術
は
成

功
し
た
が
、
病
後
の
体
調
は
す

ぐ
れ
ず
高
熱
を
出
し
た
り
、
全

身
の
だ
る
さ
で
動
け
な
く
な
っ

た
り
、
身
体
が
悲
鳴
を
上
げ
て

い
る
の
か
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流

し
て
い
る
の
か
▼
そ
し
て
今
年

の
暑
さ
に
も
参
っ
た
。
熱
中
症

に
も
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で

身
体
は
敏
感
で
す
ぐ
に
悲
鳴
を

あ
げ
る
▼
結
局
無
理
を
し
な
い

こ
と
が
一
番
大
切
▼
職
場
も
ス

ト
レ
ス
対
策
、
熱
中
症
対
策
を

労
使
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
い
う
こ
と
を
こ
の
数
年

間
で
痛
感
し
て
い
る
▼
治
療
と

仕
事
の
両
立
が
、
労
使
双
方
か

ら
提
起
さ
れ
て
久
し
い
。
現
場

実
態
に
合
っ
た
改
善
と
環
境
整

備
が
必
要
。
自
分
の
経
験
か
ら

も
が
ん
や
人
工
透
析
な
ど
治
療

に
対
応
し
た
特
別
休
暇
の
制
度

化
が
急
が
れ
る
。

〒650－0004 神戸市中央区中山手通3－4－8 大東ビル TEL078－392－0820 FAX 078－392－0920
http : //www.jichiro-hyogo.jp/　E-mail : jhyogo@jichiro-hyogo.jp

19日　県本部公企評第28回総会・2026公企集会
� （ひょうご共済会館）
25 ～ 27日　2026年度沖縄スタディツアー（沖縄県）
26日　県本部青年部第30回定期総会
� （ひょうご共済会館）
26日　県本部女性部第30回定期総会
� （ひょうご共済会館）

当面の日程

　

８
月
４
～
６
日
、
原
水
禁
広

島
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
４
日

は
平
和
公
園
か
ら
式
典
会
場
ま

で
折
鶴
平
和
行
進
、
詩
「
生
ま

し
め
ん
か
な
」の
朗
読
。開
会
総

会
で
は
、
胎
内
被
爆
者
の
畑
口

實
さ
ん
か
ら
訴
え
、
高
校
生
平

和
大
使
か
ら
の
報
告
を
受
け
た
。

　

５
日
は
大
久
野
島
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
地
元
の

竹
原
、
三
原
市
職
労
の
案
内
で

島
内
に
残
る
毒
ガ
ス
製
造
施
設

跡
を
め
ぐ
っ
た
。
戦
後
毒
ガ
ス

を
処
理
し
た
影
響
が
後
年
明
る

み
に
な
り
、
島
の
水
道
水
は
今

　

８
月
７
～
９
日
に
被
爆
81
周

年
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
長
崎

大
会
が
長
崎
市
内
で
開
催
さ

れ
、
兵
庫
県
か
ら
は
２
人
が
参

加
し
た
。

　

大
会
共
同
実
行
委
員
長
の
染

裕
之
さ
ん
は
、「
核
抑
止
論
が

新
た
な
戦
争
を
引
き
起
こ
し
て

も
対
岸
の
三
原
市
か
ら
船
で
運

ん
で
い
る
と
聞
き
、
参
加
者
は

80
年
を
過
ぎ
て
も
残
る
戦
争
の

影
響
に
驚
き
を
禁
じ
得
な
か
っ

た
。

　

６
日
は
平
和
祈
念
式
に
参
列

し
た
。

い
る
現
実
が
あ
る
。
唯
一
の
被

爆
国
の
私
た
ち
は
被
爆
の
記
憶

を
守
り
続
け
、
三
度
目
の
核
使

用
を
決
し
て
許
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
被

爆
体
験
講
和
等
を
受
け
、
２
日

目
は
７
つ
の
分
科
会
と
４
つ
の

ひ
ろ
ば
、
３
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
が
実
施
さ
れ
た
。

　

最
終
日
の
閉
会
総
会
後
に
は

爆
心
地
公
園
ま
で
平
和
行
進

し
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
11
時

02
分
に
全
体
で
黙
と
う
を
行
っ

た
。

誰に変わっても…

iNaki

　

講
演
①
と
し
て
、
上
野
英
一

県
会
議
員
（
県
本
部
組
織
内
議

員
）
か
ら
、「
兵
庫
県
財
政
の

現
状
に
つ
い
て
」
報
告
を
受
け

た
。
兵
庫
県
が
「
起
債
許
可
団

体
」
に
陥
っ
た
背
景
と
し
て
、

阪
神・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復

旧・
復
興
に
か
か
る
多
額
の
負

債
が
現
在
も
重
く
圧
し
か
か
っ

て
い
る
こ
と
。
こ
の
間
、
兵
庫

県
の
投
資
規
模
や
公
債
費
の
水

準
が
類
似
団
体
よ
り
２
割
程
度

高
く
推
移
し
て
き
た
こ
と
。
こ

の
と
こ
ろ
の
急
激
な
長
期
金
利

上
昇
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
今
後
の
財
政
再
建
に
向

け
た
動
き
の
中
で
、「
人
件
費

削
減
」
が
危
惧
さ
れ
る
と
の
認

識
が
示
さ
れ
た
。

　

講
演
②
と
し
て
、
連
合
・
生

活
福
祉
局
の
平
山
春
樹
局
長

（
県
本
部
特
別
執
行
委
員
）
か

ら
「
地
域
医
療
と
公
立
病
院
の

役
割
に
つ
い
て
考
え
る
～
再
編

統
合
・
経
営
形
態
見
直
し
の
現

状
と
課
題
～
」
と
題
し
て
講
演

を
受
け
た
。
県
内
で
も
多
く
の

公
立
病
院
で
統
合
再
編
や
経
営

形
態
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い

る
現
状
に
触
れ
、「『
赤
字
か
黒

字
か
』
だ
け
で
な
く
、
地
域
に

不
可
欠
な
機
能
か
ど
う
か
を
見

る
視
点
が
大
切
」
と
し
、
現
状

把
握
と
そ
れ
を
踏
ま
え
た
要
因

分
析
・
対
策
、
課
題
が
表
面
化

す
る
前
か
ら
の
準
備
。
地
域
の

医
療
・
介
護
を
守
る
た
め
の
財

源
と
人
材
の
確
保
、
処
遇
改
善

の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

質
疑
応
答
を
受
け
て
平
山
局

長
か
ら
、「
医
師
不
足
に
つ
い
て

は
、
医
師
が
来
な
い
理
由
を
把

握
す
る
こ
と
が
大
切
」「
財
源

確
保
は
、
基
準
外
補
助
金
の
繰

り
入
れ
も
可
能
な
の
で
取
り
組

み
の
強
化
を
」「
患
者
や
住
民
の

声
を
聞
く
場
を
つ
く
る
努
力
も

有
効
」
な
ど
の
助
言
が
あ
っ
た
。

　

平
和
友
好
祭
兵
庫
県
実
行

委
員
会
は
８
月
１
日
、「
Ｌ
ｏ

ｖ
ｅ 

＆ 

Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ 

無
関
係

じ
ゃ
な
い
！
つ
な
ご
う
平
和
へ

の
想
い
」
を
神
戸
市
内
で
開
催

し
、
平
和
を
取
り
巻
く
情
勢
の

学
習
と
参
加
者
交
流

を
行
っ
た
。

　

学
習
会
は
、
松
上

隆
明
さ
ん
（
元
「
月

刊
労
働
組
合
」
編
集

長
）
が
「
日
本
の
有

事
体
制
（
態
勢
）
づ

く
り
と
私
た
ち
の
課

題
」
と
題
し
て
問
題

提
起
。
米
国
の
安
全
保
障
戦
略

に
は
明
確
な
優
先
順
位
が
あ
る

と
述
べ
た
松
上
さ
ん
は
、「
台

湾
有
事
」
は
、
日
本
の
国
内
基

地
か
ら
の
出
撃
、自
衛
隊
基
地
・

民
間
空
港
の
使
用
、
自
衛
隊
の

参
戦
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、

日
本
政
府
も
そ
れ
を
容
認
し
て

い
る
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
日
本
で
も
２
５
０
０
人
を

超
え
る
死
者
が
出
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
て
い
る
と
説
明
し
、「
存

立
危
機
事
態
に
該
当
す
る
と
は

何
な
の
か
、
具
体
的
に
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
政
府
の

言
動
を
批
判
し
た
。

　

講
演
後
は
、「
平
和
す
ご
ろ

く
」
を
使
っ
て
、
日
頃
話
を
す

る
こ
と
が
な
い
「
平
和
」
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
た
。

　

８
月
８
日
、「
２
０
２
６
兵
庫
地
方
財
政
・
自
治
研
課
題
交
流
会
」
が
ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
で

開
催
さ
れ
、自
治
研
セ
ン
タ
ー
会
員
や
単
組
か
ら
42
人
が
参
加
し
た
。「
起
債
許
可
団
体
」と
な
っ

た
兵
庫
県
財
政
の
現
状
や
県
内
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
公
立
病
院
の
経
営
形
態
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
現
状
の
認
識
と
今
後
の
取
り
組
み
の
方
向
性
を
確
認
し
あ
っ
た
。

すごろくを使った交流の様子

震災の負債、長期金利上昇が影響
自治研課題交流  上野県議が県財政の現状報告

平友祭学習会

２
５
０
０
人
の
死
者
想
定

「
台
湾
有
事
」の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

広島、長崎で
原水禁世界大会

毒
ガ
ス
の
影
響
い
ま
も

三
度
目
の
核
使
用
許
さ
な
い

長
崎
の
爆
心
地
公
園
で
献
花
し
た

県
財
政
の
現
状
を
報
告
し
、

「
人
件
費
削
減
に
向
か
わ
な
い

か
」
と
懸
念
す
る
上
野
県
議
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「利き水」のブースで市民にアピール

種
類
の
水
の
中
か
ら
宝
塚
の
水

を
当
て
よ
う
」
と
呼
び
か
け
な

が
ら
「
利
き
水
」
も
行
っ
た
。

　

六
甲
の
水
（
軟
水
）、
宝
塚

市
の
水
道
水
（
軟
水
）、
エ
ビ

ア
ン
（
硬
水
）
の
中
で
、
一
番

お
い
し
か
っ
た
水
の
ア
ン
ケ
ー

ト
も
取
っ
た
が
、残
念
な
が
ら
、

１
位
は
六
甲
の
水
、
２
位
は
エ

ビ
ア
ン
、
３
位
が
宝
塚
水
道
水

と
な
っ
た
が
、
猛
暑
の
中
も
あ

り
、
老
若
男
女
の
多
く
の
市
民

に
利
き
水
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

い
た
。

田
辺
市
職
労
と
対
戦
と
な
り
、

第
１
セ
ッ
ト
は
21
対
18
で
宍
粟

が
先
取
し
た
も
の
の
、
第
２

セ
ッ
ト
を
落
と
し
、
第
３
セ
ッ

ト
は
デ
ュ
ー
ス
と
な
っ
た
が
20

対
22
で
惜
し
く
も
初
戦
を
突
破

す
る
こ
と
は
で
き
な
っ
た
。

た
が
２
対
０
で
敗
れ
、
惜
し
く

も
第
３
位
と
な
っ
た
。

　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
は

８
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
が
実
施
さ
れ
、
兵
庫
県
本

部
か
ら
は
宍
粟
市
職
労
が
出

場
。
初
戦
は
和
歌
山
県
代
表
の

日
、
阪
急
宝
塚
駅
南
側
「
宝
塚

ゆ
め
広
場
」
に
ブ
ー
ス
を
設
け

市
民
向
け
啓
発
活
動
を
行
っ

た
。
啓
発
グ
ッ
ズ（
ス
ポ
ン
ジ
）

と
自
治
労
水
週
間
塗
り
絵
コ
ン

ク
ー
ル
応
募
ビ
ラ
を
配
り
、「
３

　

自
治
労
「
水
週
間
」
に
呼
応

す
る
か
た
ち
で
、
阪
神
淡
路
ブ

ロ
ッ
ク
水
道
部
会
は
８
月
７

　

近
畿
地
連
第
46
回
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
８
月
17
～
18
日
に
滋
賀

県
東
近
江
市
で
開
催
さ
れ
た
。

　

野
球
の
部
は
８
チ
ー
ム
に
よ

る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
実
施
さ

れ
、
兵
庫
県
本
部
か
ら
は
姫
路

市
職
が
出
場
。
初
戦
は
滋
賀
県

代
表
の
湖
南
市
職
労
と
対
戦
と

な
り
、
２
点
を
追
う
７
回
に
舩

戸
選
手
の
ス
リ
ー
ベ
ー
ス
ヒ
ッ

ト
で
同
点
に
追
い
つ
く
と
、
鈴

木
選
手
の
セ
ン
タ
ー
前
ヒ
ッ
ト

で
逆
転
し
８
対
６
で
準
決
勝
へ

進
出
し
た
。

　

準
決
勝
は
前
年
度
優
勝
の
那

智
勝
浦
町
職
と
の
対
戦
と
な
っ

得点を入れ控えのメンバーと喜ぶ宍粟チーム

　

公
営
競
技
評
議
会
は
、
県
が
直

営
す
る
公
営
競
技
で
あ
る
阪
神
公

営
競
走
労
働
組
合
と
、
尼
崎
市
が

直
営
す
る
尼
崎
競
艇
労
働
組
合
の

２
単
組
で
構
成
し
て
い
る
。
年
に

２
回
幹
事
会
を
行
い
、
各
単
組
が

抱
え
る
課
題
や
取
り
組
み
状
況
を

共
有
し
な
が
ら
春
闘
・
秋
闘
要
求

書
内
容
を
検
討
し
、
非
正
規
労
働

者
の
格
差
是
正
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

２
０
２
６
年
度
の
春
闘
学
習
会

は
、
本
部
総
合
組
織
局
公
営
競
技

評
担
当
の
亀
崎
安
弘
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、「
知
っ
て
得
す
る
労
働

法
」
を
学
び
、
労
働
組
合
の
重
要

性
を
痛
感
し
、
組
織
の
結
束
が
持

つ
力
の
本
質
を
再
認
識
し
た
。

　

春
に
は
、
各
単
組
で
県
本
部
役

職
員
に
よ
る
オ
ル
グ
を
受
け
入

れ
、
公
営
競
技
の
視
察
調
査
と
資

金
循
環
へ
の
協
力
・
執
行
部
と
の

意
見
交
換
を
行
い
、
大
変
学
び
が

深
ま
っ
て
い
る
。

　

近
年
は
組
合
員
の
高
齢
化
が
進

み
、
新
規
採
用
も
な
く
組
合
員
数

が
年
々
減
少
し
、
組
織
と
し
て
の

存
続
を
揺
る
が
す
深
刻
な
事
態
に

陥
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正
に

よ
る
「
全
事
業
主
に
は
70
歳
ま
で

就
業
機
会
確
保
」
の
努
力
義
務
化

と
新
規
採
用
の
本
格
化
を
引
き
続

き
求
め
る
。

　

阪
神
公
営
競
走
労
組
で
は
以
前

よ
り
退
職
後
２
年
間
の
再
任
用
制

度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

同
等
の
実
務
に
就
い
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
給
与
水
準
に
差
が
あ

る
状
況
で
あ
る
。

　

尼
崎
競
艇
労
組
で
は
今
年
度
、

単
年
度
雇
用
で
は
あ
る
が
、
従
事

員
補
助
員
と
し
て
現
給
補
償
等
は

行
わ
な
い
が
、
尼
崎
市
本
庁
の
会

計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
額
に
準

ず
る
３
人
の
再
任
用
を
勝
ち
取
る

が
、
毎
年
、
労
使
交
渉
を
通
じ
て

課
題
解
決
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
も
公
営
競
技
評
は
人
員
確

保
・
組
織
強
化
拡
大
に
向
け
、
連

携
を
取
り
、
組
合
員
１
人
ひ
と
り

が
、
安
心
し
て
満
た
さ
れ
て
暮
ら

せ
る
職
場
の
実
現
を
め
ざ
す
。

春闘学習会で労働法を学ぶ

水の大切さ市民にアピール
阪急宝塚駅で「利き水」
阪淡ブロック水道部会

新
規
採
用
が
最
大
の
課
題

野
球 

姫
路
市
職
が
３
位

バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

宍
粟
デ
ュ
ー
ス
の
末
に
初
戦
惜
敗

近畿地連スポーツ大会

準決勝前の姫路市職（奥）と那智勝浦町職


